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広聴会資料 １.平成30年度長崎市一般会計予算
　 平成28年度決算（普通会計）

２.長崎市の今後の主なまちづくり事業

１１１ 平成30年度長崎市一般会計予算（6月補正後）
2,116億7,635万9千円億億億 万万 千千千円円千千千千千千千千千千千千千千円円円円2,116億7,635万9千円2,116億7,635万9千円2,116億7,635万9千円

長崎市議会議員　井上　重久
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当　初
当　初
当　初
6月補正後
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平　成　26　年　度
平　成　27　年　度
平　成　28　年　度
平　成　29　年　度
平　成　30　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円）

主 な 内 容

人件費
27,715
13.1％

公債費
22,030
10.4％

投資的経費
28,970
13.7％

物件費
20,233
9.5％

繰出金
12,639
6.0％

貸付金及び
出資金
5,276
2.5％

その他
12,526
5.9％ 扶助費

82,287
38.9％

市債
23,935
11.3％

県支出金
12,135
5.7％

その他の
依存財源
9,834
4.7％

市税
54,067
25.5％

諸収入
5,197
2.5％

使用料・手数料
4,496
2.1％

その他の自主財源
11,981
5.7％

地方交付税
34,083
16.1％

国庫支出金
55,948
26.4％

その他の経費50,674
23.9％

義務的経費132,032
62.4％

歳出
211,676
（百万円）

歳入
211,676
（百万円）

依存財源135,935
64.2%

自主財源75,741
35.8%

投資的経費28,970
13.7％

（6月補正含む）

2018年度長崎市一般会計予算の主な事業2018年度長崎市一般会計予算の主な事業2018年度長崎市一般会計予算の主な事業

★は新規

項　目 事　業　名 予算案額
新市庁舎

長崎駅周辺

企業誘致

農林・水産

環　　境

まちづくり

住　　宅

子 育 て

教　　育

★新市庁舎建設工事等
★交流拠点施設整備事業　
　九州新幹線西九州ルート建設事業負担金
　土地区画整理事業（長崎駅周辺）
　長崎駅中央通り線
　JR長崎本線連続立体交差事業負担金
　企業立地推進費（企業立地奨励金）
　ものづくり支援費
　担い手農家支援施設整備に支援
　有害鳥獣対策に助成
　新水産業収益性向上・活性化支援
★新東工場整備調査費
　三共クリーンランド埋立処分場維持管理費
　資源ごみ処理費
★急傾斜地区崩壊対策
　防災行政無線デジタル化整備費
　要緊急安全確認大規模建築物
　ながさき住みよ家リフォーム補助金
　住宅性能向上リフォーム補助金
　子ども医療対策費
　民間保育所等施設型給付費
　子育て支援センター運営費
　仁田佐古小学校舎等建設
　外海中学校舎等建設
★高校生等入学給付金

特定戦略「交流の産業化」による長崎創生特定戦略「交流の産業化」による長崎創生特定戦略「交流の産業化」による長崎創生
項　目 事　業　名 予算案額

世界遺産

まちづくり

その他

　明治日本の産業革命遺産保存整備費
　長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連登録推進費
　世界遺産観光客受入費
　市街地再開発事業費新大工町地区
★景観まちづくり刷新事業費南山手地区
　景観まちづくり刷新事業費夜間景観整備
　長崎市版DMO推進費
★地域コミュニティ推進交付金
　車みち整備事業費
★恐竜博物館建設整備費
★地域商社育成支援費
★交流の産業化リーディング事業費
★若年者雇用促進費

1億4,000万円
4,404万円
8,175万円

8億5,980万円
2,000万円

3億8,500万円
3,957万円
2,260万円

1億9,000万円
1億3,280万円
1.929万円
1.019万円
1,656万円

3億1,800万円
71億2,420万円
5億4,430万円
4億3,670万円
2億900万円

15億3,150万円
4億1,334万円
2,404万円
6,209万円
7,403万円
3,177万円
2,710万円

1億5,215万円
3億8,908万円
1億5,500万円
2億8,770万円
2億420万円
7,181万円
6,507万円

９億364万円
131億7,936万円

5,213万円
7億5,900万円
9億6,890万円
2,591万円

※予算額は1万円単位
　を四捨五入

※予算額は1万円単位
　を四捨五入

平成28年度決算（普通会計）
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資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成30年3月推計）」

年少人口（0～14歳）
生産年齢人口(15～64歳)
老年人口(65歳以上）

総人口(社人研）
長崎市の人口

高度経済成長期：昭和27～48年
バブル景気：昭和61年 12月～平成3年2月
第二次ベビーブーム：昭和46～49年

【中核市比較】
自主財源の割合：48位（中核市48市）
・中核市の平均：51％
・長　崎　市：37％

【中核市比較】
義務的経費の割合：45位（中核市48市）
　・中核市の平均：53％
　・長　崎　市：60％

【歳出】
2,057億円

【歳入】
2,085億円

人件費
265億円
（13％）

人件費
265億円
（13％）

人件費
265億円
（13％）

扶助費
755億円
（37％）

扶助費
755億円
（37％）

扶助費
755億円
（37％）

公債費
218億円
（10％）

公債費
218億円
（10％）

公債費
218億円
（10％）

投資的経費
192億円
（9％）

投資的経費
192億円
（9％）

投資的経費
192億円
（9％）

その他経費
627億円
（31％）

その他経費
627億円
（31％）

その他経費
627億円
（31％）

地方交付税
360億円
（17％）

地方交付税
360億円
（17％）

地方交付税
360億円
（17％）

他の自主財源
（使用料など）
220億円
（11％）

他の自主財源
（使用料など）
220億円
（11％）

他の自主財源
（使用料など）
220億円
（11％）

市税
543億円
（26％）

市税
543億円
（26％）

市税
543億円
（26％）

依存財源
1,322億円
（63％）

依存財源
1,322億円
（63％）

依存財源
1,322億円
（63％）

他の依存財源
（国庫支出金、市債など）
962億円（46％）

他の依存財源
（国庫支出金、市債など）
962億円（46％）

他の依存財源
（国庫支出金、市債など）
962億円（46％） 義務的経費

1,238億円
（60％）

自主財源
763億円
（37％）

平成28年度決算
(普通会計）
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